
福島県のモニタリングの取組Ⅰ  

○調査・分析部 放射能調査課 

(所属 福島県) 

 

環境創造センター放射能調査課では、環境試料の放射能と空間線量率のモ

ニタリングを行っています。 

 

１  県内メッシュ調査 

県内全域を２km のメッシュに分け、空間線量率を測定しています。 

平成 23 年度に実施した第１回調査では、0.2μSv/h 未満の地点数の割合

は 19.2%でしたが、令和５年度の調査では 95.6%となっています。 

また、第１回調査では、1.0μSv/h 以上の地点が 396 地点（22.3%）あり

ましたが、令和５年度の調査では 1.0μSv/h 以上の地点はありませんでし

た。 

福島県内の空間線量率は、原発事故直後に比べ、大きく減少してきてい

ます。 

（参考） 

原発事故前（平成 22 年度）における県内の空間線量率（自然放射線）の

レベルは、0.02～0.13μGy/h（地上 1ｍ）です。（μGy/h≓μSv/h） 

 

２  走行サーベイ 

地上での空間線量率を面的に測定するため、GPS 連動型空間線量率自動

記録システム「KURAMA」を利用した走行サーベイを実施しています。 

 

３  その他のモニタリング 

原子力発電所周辺地域の監視測定結果の評価解析に使用する比較対照地

点調査を実施しています。 

また、県内各地における集会所、学校等の空間線量率の測定等、住民ニ

ーズに応えたモニタリングを実施し、福島県放射能測定マップで分かりや

すく公表しています。 


